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　　　西脇市学校部活動地域展開検討会議の記録  

 

 会議等の名称 第４回西脇市学校部活動地域展開検討会議

 開催日時 令和８年２月９日（月）  

午後７時 00分～午後８時 55分

 開催場所 西脇市役所大会議室（３階）

 出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数
13人

 欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数
１人

 出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数
10人

 公開・非公開の別 公開

 非公開の理由 －

 傍聴人の数 ９人

 議題又は協議事項 ・ 地 域 ク ラ ブ 及 び サ ポ ー タ ー の 申 請 状 況 等 に つ

いて  

・実証事業における課題について  

・西脇市の「学校部活動の地域展開」に関する基

本方針について  

・ 中 学 校 体 育 連 盟 主 催 大 会 へ の 地 域 ク ラ ブ 活 動

の参加資格の特例について

 会議の記録（概要）

 発言者  

【資料１】地域クラブ及びサポーターの申請状況等  

スポーツ部門から５件、文化部門から９件の合計 14

件の申請をいただいている。事務局として認定要件に

問題ないことから、委員の了解が得られれば、令和８

年４月１日付で認定し、各団体に認定通知書を送付す

る予定。サポーターは１名から申請いただいている。  

既に自分で教室を開かれている方が地域クラブを立

ち上げる場合、既存の教室への集客目的と受け取られ

ないように棲み分けが必要と思うがどのように周知し

ていくのか。  

地域クラブの目的として、先生の働き方改革だけで

なく、子どもたちに多様で豊かな体験をしてもらうと

いうことがあり、その体験の場として地域クラブがあ  

る。体験した結果、本格的に取り組もうとなった場合、  
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従来からされている教室等に接続することも問題ない

と考えている。既存の教室等との棲み分けは、名称に

「地域クラブ」という冠を付けるなどの調整を行いた

い。  

学習塾のような形態ではなく、いろんな活動に触れ

ましょうというメッセージをパンフレットや広報によ

って伝えていく必要がある。  

意見を参考にパンフレット等を作成する。  

既に教室を開かれている方の話だが、今の教室の生

徒をそのまま地域クラブに入れるのではなく、初めて

触れていただく、経験していただく場所として開設す

るものと聞いている。  

また、小学生の教室はあるが、中学生のために別日

程で、もう少し高度な内容で活動する環境を作り、そ

れが和の文化に親しむ人の育成につながることを考え

られている。  

このようなことを踏まえて、地域クラブの名称や活

動内容に反映されるものと思っている。  

今の教育長の発言も踏まえて、対応をお願いする。  

指導者数が 10名となっている地域クラブがあるが、

どういう内容か。  

常時指導に当たる方が 10名ということではなく、指

導できる方が 10名登録されているということで、参加

者数によって指導者数が変わることとなる。  

応募団体のリストに野球が挙がっていない。地元の

クラブチームにも声をかけたが、最終的に既に来てい

る生徒と地域クラブとして受け入れる生徒への対応を

どのようにすべきかなど、難しい課題があるため、最

終的に地域クラブの立ち上げを断念された。  

他の地域でクラブチームと地域クラブの棲み分けが

できている例があれば参考にしたい。  

野球は硬式と軟式で必要な経費等が異なるため難し

い面があるが、小学生と一緒に入ってやっている事例

や、指導者が工夫して小学生と曜日をずらして活動し

ている事例がある。  

野球も含めて、既存の部活動をカバーする地域クラ

ブが不足している状況なので、引き続き掘り起こしを

お願いしたい。  
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活動されている団体の指導者と話したり、意向を確

認しながら掘り起こしを行っているが、地域クラブの

立ち上げにつながっていない状況である。  

そのような中、スタートするタイミングを調整して

いる地域クラブもあるので、立ち上げ可能になれば紹

介していく。  

 

【資料２】実証事業にける課題  

　資料２に基づき説明  

まだまだ調整すべきことが残っているが、バレーで

県外の中学校へ進む生徒がある一方で、こちらに残っ

てバレーを続けたいと思っている生徒もいるため、ジ

ュニアとは別に女子バレーを立ち上げる方向で進めて

いる。  

会費の額について、国のガイドラインにおいて、最  

大  4,000円程度と示されたが、吹奏楽の場合、１万円  

程度必要であり、非常に難しい。その辺りについては、

保護者の皆さんに十分な説明が必要と考えている。  

また、相談体制の構築は、非常に重要だが、担当課

は大変だと思う。今後、課題は出てくると思う。  

　担当課を窓口としてガバナンスを利かせていくとい

う趣旨だと思う。運営団体の中核として、子どもたち

や指導者を守るという意味においても、どこまで関わ

るのかというのを明確にしておく必要がある。  

　参加人数が少ない地域クラブの運営について、５人

未満の地域クラブは国の補助対象外となっているが、

市としてどのように取り扱う予定か。  

　国の補助対象とならない場合の取扱いについては、

状況を見ながら検討していくこととなる。  

　補助対象という観点からは、ある程度人数を設定す

ることは仕方ないが、活動することに問題はない。あ

くまで、補助事業を受けようとすればその人数が必要

になると捉えていただきたい。  

　指導者研修の内容が非常に詳細で、立ち上げ前にす

べての研修を受けるとなると非常に高いハードルとな

るように感じた。  

　指導者の研修については、例えば女子の発育のこと

や安全の確保という面で不安に思われている意見があ
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ったことから、そのような内容を含みながら負担が少

なく視聴できるものを探した。  

今後、地域クラブが広く展開していく中で、いろん

な指導者が入ってこられることから、一定のハードル

を設ける必要があり、この指導動画を選定した。  

　実際に視聴いただき、この部分は不要ではないかと

いった意見があれば精査していきたい。  

　西脇市がこれから地域活動に継続して取り組んでい

くためには、子どもたちだけでなく、指導者を守るバ

ックアップ体制が必要であり、教育委員会が先頭に立

って、指導者もそれを応援していくという形を作らな

いと、将来的に心配である。  

　指導者を守るために、多様な子どもたちの関係性の

中において、保護者との関係も含め把握していくこと

は必要と認識しており、保護者に必要な発信は行って

いく。  

関係性を構築するためのツールとしてアプリケーシ

ョンソフトを活用しており、連絡が円滑になるように

努めているが、トラブルが生じた場合、早期に対応す

るという姿勢は忘れないようにしていきたい。  

　ウェブでの研修も有用であるが、年に１回程度は、

対面形式で困っていることを共有したり、議論したり

することは必要だと思う。西脇ならではのやり方を考

えていただきたい。  

 

【資料３】部活動の地域展開に関する基本方針  

　基本方針改定の概要説明  

検討会議で意見をいただいた後、教育委員会に諮り、  

基本方針の改定版を発行する。  

文言の修正等意見があれば事務局まで報告を。  

 

【資料４】中学校体育連盟主催大会への地域クラブ活

動の参加資格の特例  

　資料４に基づき概要説明  

地域クラブとして大会へ出場する場合、地域クラブ

とは別に、学校として出場することは可能か。  

地域クラブとして大会へ出場する場合、原則として  

部活動としての大会出場はできない方向で考えている。  
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地域クラブとして大会に出場しない場合は、部活動と

して出場することとなる。  

　陸上の場合、記録会に出場し、標準記録を超えない

といけない。学校によって記録を出すチャンスに差が

生じている状況がある。  

　地域クラブの指導者に部活動の外部指導員として対

応いただきたい。  

　令和８年度はそのように対応したい。  

　団体競技の場合、新たに地域クラブを立ち上げて、

大会へ出場する場合、学校の顧問としっかり話をして

からでないと難しい。  

　そういった課題はあるが、立ち上げようという思い

があれば地域クラブを立ち上げ、地域クラブとして大

会へ出場するという方向で進めていただきたい。  

　令和８・９・ 10年は、地域展開において過渡期とな

るので、地域クラブ、学校、教育委員会の意向を確認

しながら進めていきたい。  

　競技によっていろんな課題があるが、新たに活動す

る地域クラブも含めて、ハレーションが起きないよう

に様子を見ながらコントロールしていただきたい。  

　  

【意見交換】  

　指導者を守るという観点の重要性を感じた。善意だ

けに依存すると崩れていく可能性があるので、制度に

より保護していくことが重要だと感じた。  

　地域クラブがどのようなものかということを丁寧に

説明いただき、保護者の不安を解消しながら地域クラ

ブをスタートできる体制を整えていただきたい。  

　教育委員会として、方針などが決まればまず学校の

先生に説明する機会を設けている。  

　また、先日も新入生の保護者説明会に出向き、方針

について説明させていただいた。  

　加えて、毎月１回校長会終了後に中学校の校長先生

に集まっていただき、様々な課題について調整をして

おり、できる限り説明を尽くして進めていきたいと考

えているので、今後も意見・協力をいただきたい。  

部活動の地域展開について、具体的な活動を行って

いく中で、いろんな問題点が出てきている。今後、地
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域展開が進めば進むほど、新たな課題が出てきて、ま

だまだいろいろと協議しないといけないと思った。  

　具体的になればなるほどいろんな課題や心配事が出

てくるが、委員の皆さんからいろんな意見等をお寄せ

いただきたい。  

 

【今後の予定等】  

　今年度の検討委会議は本日が最後となり、来年度６  

月ごろに様子を見ながら会議を持たせていただきたい。  

　また、３月中旬ごろにパンフレットの作成・配布を

予定している。  

 問合せ先 生涯学習課（内線 4053）


